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国際会議 7th STI-Gigaku 2022（ご案内） 

The 7th International Conference on “Science of Technology Innovation” 2022 

技術科学イノベーションに関する国際会議 

 

企業の皆様、国際会議を通じて、高専生＆大学生と交流しませんか？ 

 

長岡技術科学大学は、国内外の高等専門学校（高専）、大学、研究機関、企業等と連携し、技術科学

イノベーションおよび海外拠点と連携した教育研究を推進しています。 

 STI-Gigaku は、本学や全国の高専、企業、自治体、国内外の大学等が集まり、SDGs 達成に向けて

グローバルな社会課題を解決する方法について議論する国際会議です。本学学生が中心となって企画・

運営を行い、2016 年度より毎年開催しています。 

昨年は新型コロナウィルス感染症対策のため、初めて全てのプログラムをオンライン形式で開催し

ましたが、日本全国及び海外から 300 名を超える高専生・大学生・企業等にご参加いただくことがで

きました。 

今年で７回目の開催となる「7th STI-Gigaku 2022」は、オンラインと現地参加を組み合わせたハイ

ブリッド形式での実施を予定しています。今回は初めてアオーレ長岡を会場とし、高専生を対象とし

た「発酵を科学する」アイディアコンテストも同時に開催する予定です。 

基調講演（キーノートレクチャー）では、スペシャルゲストスピーカーによる SDGs 達成に向けた

講演をご聴講いただけます。また、研究・活動発表（リサーチプレゼンテーション）では、SDGs 解決

につながる研究・活動をテーマに発表・意見交換をします。 

皆さまにとって実りある、元気が出る国際会議になりますよう実行委員一同で取り組みます。皆さ

まのご参加をお待ちしております。 

 

１．日程等 

開催日 2022 年 11 月 18 日（金）・19 日 (土) 

会場 

1 日目（11 月 18 日）： 

 

2 日目（11 月 19 日）： 

 

アオーレ長岡（〒940-8501 新潟県長岡市大手通 1 丁目 4-10） 

オンライン（Zoom） 

長岡技術科学大学（〒940-2188 新潟県長岡市上富岡町 1603-1） 

プログラム ※予定 

1 日目（11 月 18 日）： 

 

 

Activity-A  キーノートレクチャー 

Activity-B リサーチプレゼンテーション 

Activity-C なんでも座談会 

2 日目（11 月 19 日）： Activity-D ラボツアー 

対象者 国内外の高専、大学、企業、研究機関等の学生・教職員・社員等 

最新のプログラムは、随時

更新される特設ホームペー

ジをご確認ください。 
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特設ホームページ https://sites.google.com/view/7th-sti-gigaku2022 

企業専用 

参加申込期間 
2022年9月1日（木）～ 2022年9月26日（月）24時 

企業専用 

申込ＵＲＬ 
https://forms.gle/txVmeqtMUvTifhtd7 

主催 WISE/STI-Gigaku2022 実行委員会 

後援 長岡市（申請中）、独立行政法人国立高等専門学校機構（申請中）、 

長岡技術科学大学 

企画・運営 STI-Gigaku 学生実行委員会 

企業の方専用 

問い合せ 

大学戦略課SDGs・プロジェクト推進係 

project-x3@jcom.nagaokaut.ac.jp 

 

２．参加料・発表料等について 

（１）ポスター発表ありの場合 

1-1 高専・技科大学関係者 

（共著でも、企業が発表者となる場合は有料） 

無料 

1-2 21 世紀ランプ会 SDGs 会員企業 有料（5,000 円／件） 

1-3 一般（技科大学以外の大学、企業、研究所等） 有料（10,000 円／件） 

 

（２）参加のみの場合 

2-1 高専・技科大学関係者 無料 

2-2 21 世紀ランプ会 SDGs 会員企業 無料 

2-3 一般（技科大学以外の大学、企業、研究所等） 有料（10,000 円） 

 

（３）協賛金 

協賛金 10,000 円／口 

優秀発表に対する企業冠賞協賛企業 100,000 円／口 

※支払い方法、広告掲載希望の受付についての詳細は、Webからお申し込み後に、メールにてお

知らせいたします。 

 

３．協賛企業・特別協賛企業について 

7th STI-Gigaku 2022 では、学生を中心とした活動の趣旨にご賛同いただける企業の皆さまを募集し

ております。ご賛同いただける場合は、申込フォームよりお申込みください。 

協賛企業として、ホームページおよび電子アブストラクト集表紙に名前を掲載いたします。 

併せて、企業冠賞授与の特別協賛も募集しております。特別協賛していただいた場合、企業名を冠し

た賞を授け表彰することが出来ます。SDGs の取り組みを推進し、聴衆の興味・関心を深める優秀な発

表をご支援ください。 

※表彰はクロージングセレモニーで行います。企業冠賞授与の際は、現地で表彰を行っていただき

ます。 
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４．リサーチプレゼンテーションについて 

現地「アオーレ長岡」と Web 会議ツール「Zoom」を併用したハイブリッド形式で、SDGs 解決につ

ながる研究・活動をテーマに発表・意見交換をします。企業の方は、SDGs 解決に関する自社の PR（製

品・技術・サービス等の紹介）が可能です。 

 

５．ご提出いただくもの（発表を希望の場合） 

 全員（事前） 

形式 アブストラクト（テンプレートは規定あり・ロゴ要） 

アブストラクトサンプルは、企業様用案内ホームページからダウンロードしてく

ださい。 

サイズ・枚数 A4 (縦)・1 枚 

言語 英語（日本語でも差し支えありません。） 

提出期限 2022年9月26日（月）24：00 

提出方法 大学戦略課 SDGs・プロジェクト推進係 

project-x3@jcom.nagaokaut.ac.jp 

その他 ファイル形式：PDF のみ、10MB 以下 

ファイル名： 「abstract. 発表者名」    例）「abstract. Taro GIGAKU」 

提出後の再提出は受け付けませんので、提出前にしっかりご確認ください。 

 

 現地参加者（当日） オンライン参加者（当日） 

形式 ポスター（規定なし・ロゴ要） スライド（サンプルあり・規定なし・ロゴ要） 

スライドサンプルは、特設ホームページからダウ

ンロードしてください。 

サイズ A0 (縦)・1枚 5枚程度（5分間） 

使用言語 英語（日本語でも差し支えありません。） 

その他 ポスターは各自で印刷して当日お持ちく

ださい。会場にて各自で指定の場所へポ

スターを貼り付けてください。養生テー

プ等は会場に準備しています。 

各セッションをZoomで開催します。発

表時は、スライドを各自で画面共有して

頂きます。Zoomの画面共有など使用方

法については事前にご案内します。 

 

詳細は、「企業様向け 案内ホームページ」でご案内しておりますのでご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/daigakusyokai/sdgs/STI-

Gigaku/7thstigigaku2022.html 

mailto:project-x3@jcom.nagaokaut.ac.jp
https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/daigakusyokai/sdgs/STI-Gigaku/7thstigigaku2022.html
https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/daigakusyokai/sdgs/STI-Gigaku/7thstigigaku2022.html
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６．感染症対策 

実施にあたっては、政府及び政府の方針に基づく新潟県におけるイベントの開催制限に従うことと

します。 

  

【参加者の皆様へのお願い】 

参加者ご本人及びそのご家族が新型コロナウイルスに感染している場合や、感染の疑いがある場合、

又はご本人が濃厚接触者となった場合は、参加をお断りします。 

  参加前には体温測定をし、発熱または普段より体温が高い場合は参加をお控えください。（入り口前

での検温を実施します。）  

  新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)を事前にインストールし、会場内においては常時近接

通信機能（Bluetooth）をオンの状態にすることを推奨します。 

  会場内では鼻と口を覆うように、正しいマスクの着用をお願いいたします。 

  こまめな手指のアルコール消毒や手洗い、咳エチケット等へのご協力をお願いします。 

  感染状況の変化及びご本人の感染等により、急遽、直接参加キャンセルとなった場合、発生したキャ

ンセル料等についてはお支払いできませんのでご了承ください。 

  

【STI-Gigaku の取組】 

  STI-Gigaku 学生実行委員及び関係教職員（以下、対応者）は体温測定や、こまめな手指の消毒を実

施します。 

  感染又は感染の疑いがある場合や、発熱又は普段より体温が高い場合、本人が濃厚接触者となった

場合は参加しません。 

  対応者に対し新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)をインストールし、常時近接通信機能

（Bluetooth）をオンの状態にしておくことを推奨しています。 

    対応者全員がマスクを着用します。各会場の入り口などに、アルコール消毒液を設置します。 


